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○ 交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要なものを記載した書面です。その他の内容につ
いては、運用報告書（全体版）に記載しております。 

○ 当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、右
記ホームページにて閲覧・ダウンロードいただけます。 

○ 運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。 

 
＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞ 
右記ＵＲＬにアクセス⇒「ファンド情報」⇒「当該ファ
ンド」を選択 ⇒「目論見書・定期レポート等」を選択
⇒「運用報告書（全体版）」より該当の決算期を選択く
ださい。 

size： 182*200 （仕上がりサイズ  ：上下48.52 左右13.99）

（裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99）

 
東京都港区六本木1-6-1 
お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 
受付時間：営業日の9：00～17：00 

 
ホームページから、ファンドの商品概要、 
レポート等をご覧いただけます。  
https://www.sbiam.co.jp/ 

  

 

 
第120期末（2023年６月19日） 

基 準 価 額 678円 
純 資 産 総 額 5,532百万円 

第115期～第120期 
騰 落 率 10.6％ 
分配金（税込み）合計 30円 
（注１） 騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなし

て計算したものです。 
（注２） 純資産総額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注３） 当報告書における比率は、表示桁未満を四捨五入しています。   

 
グローバル・リート・ 

トリプル・プレミアム・ファンド
（毎月分配型） 

（愛称：トリプル・プレミアム）
追加型投信／内外／その他資産 
（不動産投信・為替・オプション） 

 

第20作成期 
第115期 (決算日：2023年 １ 月17日)  第118期 (決算日：2023年 ４ 月17日) 
第116期 (決算日：2023年 ２ 月17日)  第119期 (決算日：2023年 ５ 月17日) 
第117期 (決算日：2023年 ３ 月17日)  第120期 (決算日：2023年 ６ 月19日) 

作成対象期間（2022年12月20日～2023年６月19日） 

 
 
 

  

受益者のみなさまへ  
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 
さて、「グローバル・リート・トリプル・プレミ

アム・ファンド（毎月分配型）（愛称：トリプル・
プレミアム）」は、2023年６月19日に第120期
の決算を行いました。 
当ファンドは、主として外国投資信託証券「CS

グローバル・リート・トリプル・プレミアム・
ファンド」への投資を通じて、日本を含む世界の
リート（グローバル・リート）へ実質的に投資す
ることで、相対的に高い配当利回りの獲得と信託
財産の成長を図ることをめざして運用を行いま
した。ここに期中の運用状況と収益分配状況につ
いてご報告申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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運用経過 
 
 基準価額等の推移 （2022年12月20日～2023年６月19日）

 

 

第115期首： 642円  
第120期末： 678円（既払分配金（税込み）：30円） 
騰 落 率： 10.6％  

 
（注１） 当ファンドは、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用していません。 
（注２） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算し、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 
（注３） 分配金の再投資についてはお客様がご利用のコース等により異なります。また、ファンドの運用経過については、当ファンドのパフォーマンスを示し

たものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なるため、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注４） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年12月19日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 
○基準価額の主な変動要因 
【基準価額の上昇要因】 
・新型コロナウイルスによる行動制限が緩和され、世界的に経済活動の正常化が見られたこと 
・2022年12月、2023年３月、４月の米消費者物価指数（CPI）、生産者物価指数（PPI）が前年同月
比で鈍化したことを受けて、米連邦準備制度理事会（FRB）の利上げ継続観測が後退したこと 

・FRBが急速に金融引き締め強化を進める中、米国国債利回りが上昇し、米ドル高円安傾向が続きまし
た。さらに日本銀行が、基本的に、FRBや欧州中央銀行（ECB）と逆に金融緩和維持を続けたため、
ユーロなど米ドル以外の通貨に対しても円安基調となったこと 

【基準価額の下落要因】 
・世界的なインフレ上昇と、FRBを始めとする各国中央銀行によって金融引き締めが行われたこと 
・米銀破綻やスイス金融大手の経営悪化による金融システム不安が強まったこと   
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 １万口当たりの費用明細 （2022年12月20日～2023年６月19日）
 

項   目 当作成期 項 目 の 概 要 金 額 比 率 
   円 ％  
(a) 信 託 報 酬  4 0.625 (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 

( 投 信 会 社 ) ( 2) ( 0.302) 委託した資金の運用の対価 

( 販 売 会 社 ) ( 2) ( 0.302) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情
報提供等の対価 

( 受 託 会 社 ) ( 0) ( 0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) 売 買 委 託 手 数 料  0 0.061 (b)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数 
※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料
です。 ( 投 資 信 託 証 券 ) ( 0) ( 0.061) 

(c) そ の 他 費 用  0 0.025 (c)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

( 監 査 費 用 ) ( 0) ( 0.006) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

( 印   刷 ) ( 0) ( 0.019) 開示資料等の作成・印刷費用等 

合   計  4 0.711  

作成期中の平均基準価額は645円です。  

（注１） 作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
（注４） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注５） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示してい
ます。 
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（参考情報） 
○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く） 
当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除し
た経費率（年率）は1.93％です。 
 

 
 
 （単位：％）
経費率（①＋②） 1.93 
①当ファンドの費用の比率 1.31 
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.62 

（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注３） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注４） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注５） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注６） ①と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注７） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
  

1.31％ 

経費率 
1.93％ 

運用管理費用 
（投信会社） 
0.61％ 

運用管理費用 
（販売会社） 
0.61％ 

運用管理費用 
（受託会社） 
0.04％ 

その他費用 
0.05％ 

0.62％ 

運用管理費用 
0.62％ 
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 最近５年間の基準価額等の推移 （2018年６月18日～2023年６月19日）
 

 

（注１） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したとみなして計算し、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 
（注２） 分配金の再投資についてはお客様がご利用のコース等により異なります。また、ファンドの運用経過については、当ファンドのパフォーマンスを示し

たものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なるため、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注３） 分配金再投資基準価額は、2018年６月18日の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 
 

 
2018年６月18日 

決算日 
2019年６月17日 

決算日 
2020年６月17日 

決算日 
2021年６月17日 

決算日 
2022年６月17日 

決算日 
2023年６月19日 

決算日 
基準価額 （円） 1,886 1,412 731 804 661 678 
期間分配金合計（税込み） （円） － 430 270 120 120 70 
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － △ 2.2 △35.3 29.0 △ 4.4 13.9 
純資産総額 （百万円） 30,790 19,031 8,399 8,093 5,943 5,532 
 （注１） 当ファンドは、ベンチマークは採用していません。また、適当な参考指数もないため当ファンドのみ表記しています。 
（注２） 純資産総額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注３） 騰落率は１年前の決算応当日との比較です。 
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 投資環境 （2022年12月20日～2023年６月19日）
 ※以下のコメントの内容は、クレディ・スイス・グループからのコメントをもとにＳＢＩアセットマネジメントが編集したものです。  ○グローバル・リート市場 

当期の先進国リート市場は下落しました。期初、
12月の米消費者物価指数（CPI）の鈍化を受けて、米
連邦準備制度理事会（FRB）が利上げペースを減速さ
せるとの見方が広がり上昇しました。欧州では、企業
の好業績発表が相次いだことや中国景気の回復期待
などから世界景気軟着陸への期待が高まり一段高と
なりました。当期中盤、2023年１月の米CPIが市場
予想を上回り、インフレ圧力の継続が示唆されました。
これにより米欧の利上げ長期化が引き続き懸念され
下落基調で推移しました。米中堅銀行の経営破たんを
発端に欧米の金融システム不安が広がった事を背景
に、投資家のリスク回避姿勢が強まり軟調な推移とな
りました。当期末にかけては、予想以上に堅調な米経
済指標の発表による金融引き締め長期化懸念の再燃、
米連邦債務上限問題を巡る不透明感が上値を抑え、一
進一退の展開となりました。英国リート市場は、4月
の雇用統計を受けて、追加利上げ懸念が後退した事か 

 
※ブルームバーグのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントにて作
成しています。 

※祝日等の場合には前営業日の数値で計算しています。 
※リートETFは、2022年12月19日を100として指数化しています。 

ら上昇しました。６月の米連邦公開市場委員会（FOMC）でFRBが政策金利を据え置く見方が強まり、
米景気への先行き不安が後退し、概ね前期末対比同水準まで上昇しました。 
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○為替市場 
当期を通しては、米ドル・円相場は、米ドル高円安

となりました。 
当期初は、１ドル138円近辺で始まりました。期初

から2023年１月にかけて、景気減速懸念やインフレ
鈍化期待からFRBの金融引き締めペース減速への期
待が見られたこと、日本銀行の金融緩和政策の修正観
測などから、急速な円安進行が調整し、円高方向への
修正が見られました。１月には当期安値水準の128円
近辺を付けました。２月以降、堅調な米経済指標の発
表が続く中、米長期金利の上昇も見られ、再び米ドル
高円安傾向となりました。３月月初には138円台近辺
に迫りました。その後、FRBの急激な利上げの副作用
として相次いで米地銀の破綻が続いたためリスク回
避的な動きが強まり、米長期金利の下落を受けて一時
的に米ドル安円高となりました。しかしながら、米政
府の対応により救済策が講じられたため、危機は短期 

  当作成期の選択通貨の変遷及び為替レートの推移（対円） 

 
※為替レート（対円）は、2022年12月19日を100とし、選択通貨
が見直された場合は連続した指数となるよう算出しています。 

間で終息し、３月下旬から米ドル高円安へ転換しました。その後も、強い米経済指標発表が相次ぎまし
た。これにより、米長期金利が上昇し、FRBの利上げが継続される、あるいは金利の高止まりが続くと
の観測が強まりました。こうしたなか、ドル高円安基調が続きました。結局、140円台で取引を終了し
ました。 
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○当作成期の選択通貨ユニバースの状況 
新興国通貨のパフォーマンスは、2023年上半期を通じ強弱入り混じる展開でした。中南米通貨（ブ
ラジル・レアル、メキシコ・ペソ）および中央ヨーロッパ通貨（ハンガリー・フォリント、ポーランド・
ズロチ、チェコ・コルナ）は実質金利の上昇や、広く安定したファンダメンタルズ、良好な交易条件に
支えられアウトパフォームしましたが、アジア通貨は中国の経済活動再開による押し上げ効果が薄れた
ことや、アジアとその他の地域との金利差が拡大したことなどを背景に、一時的にアンダーパフォーム
しました。さらに、米金利との相関が高まっている一部の新興国通貨は、米コアインフレが予想に対し
て粘り強く推移したため、第２四半期に再び売られました。南アフリカ・ランドや、中国元、ブラジル・
レアルは、下記のような政治的要因も取引材料となっています。南アフリカでは、国営電力会社エスコ
ムによる一連の計画停電を巡る抗議が続いており、南アフリカ・ランドに対するセンチメントは依然と
してマイナスとなっています。中国では経済活動再開後、製造業や不動産業への財政支援が不足し、中
国元および中国株は軟調に推移しました。ブラジルでは、2022年下半期の大統領選後もルラ政権が引
き続き市場のボラティリティを高めており、財政支出やブラジル中央銀行の独立性などを巡る先行きが
不透明なため、為替リスクが高まりました。 
ブラジル・レアルは、他の高金利なラテンアメリカ通貨とともに、2023年上半期に対米ドルレート
でアウトパフォームしました。米金利の上昇局面においても、魅力的なキャリー金利水準がブラジル・
レアルを支えました。３月には、米銀行や欧州銀行を巡る金融システム不安が高まったにもかかわらず、
高金利な新興国通貨は、グローバルなリスク市場との相関が低く、底堅く推移しました。ルラ氏が大統
領に就任した後、ブラジルの将来の財政見通しに対する不確実性が高まり、予算発表を巡り上半期のブ
ラジル・レアルはヘッドラインリスクにさらされました。加えて、ルラ政権はブラジル中央銀行の継続
する金融政策に懸念を表明していることなどから、金融政策委員会の人事がハト派寄りに傾くリスクが
ありました。ブラジル中央銀行は、インフレ期待が相対的に高く、財政リスクも続いていることなどか
ら、上半期の金利を13.75％に据え置きました。しかし、ブラジルの成長は安定しており、インフレ率
は減速傾向で目標水準に戻り、米国の到達金利が見えてきたことなどから、ブラジル中央銀行の関心は
遅かれ早かれ利下げへと移る可能性があります。 
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 当ファンドのポートフォリオ （2022年12月20日～2023年６月19日）
 

＜当ファンド＞ 
主として外国投資信託証券である「CS グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（適

格機関投資家限定）」及び国内の証券投資信託である「FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資
家専用）」を主要投資対象とし、安定した配当収入の確保と中長期的な値上がり益の獲得をめざして運
用を行いました。 
 

＜CS グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）＞ 
主として担保付スワップ取引を対象とし、実質的に米国リートETF、米国外リートETFと各ETFを対

象としたオプション取引に加え、米ドル売り選択通貨買いの為替予約取引、並びに円に対する当該選択
通貨のコール・オプション（通貨オプション）を売却した投資成果を享受し、安定した配当収入の確保
と中長期的な値上がり益の獲得をめざして運用を行ってまいりました。 
 

＜FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 
主要投資対象である「短期金融資産マザーファンド」の受益証券を高位に組入れ、これを維持しました。 
 
「短期金融資産 マザーファンド」において、日本銀行の金融緩和継続により短期国債のマイナス金
利が常態化する中、コールローン等の比率を高めた運用を行い、市場運用ができない資金は受託銀行の
金銭信託へ預け入れました。 
 
 
 当ファンドのベンチマークとの差異 （2022年12月20日～2023年６月19日）

 
当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、
参考指数を特定していません。 
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 分配金 （2022年12月20日～2023年６月19日）
 

第115期から第120期における分配金は、当ファンドの分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動
向等を考慮した結果、合計30円（税引前）といたしました。 
なお、収益分配にあてなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づい
て運用いたします。 
 
○分配原資の内訳 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項  目 
第115期 第116期 第117期 第118期 第119期 第120期 

2022年12月20日～ 
2023年１月17日 

2023年１月18日～ 
2023年２月17日 

2023年２月18日～ 
2023年３月17日 

2023年３月18日～ 
2023年４月17日 

2023年４月18日～ 
2023年５月17日 

2023年５月18日～ 
2023年６月19日 

当期分配金 5 5 5 5 5 5 
(対基準価額比率) 0.773％ 0.742％ 0.810％ 0.784％ 0.773％ 0.732％
当期の収益 － － － － － － 
当期の収益以外 5 5 5 5 5 5 
翌期繰越分配対象額 2,258 2,253 2,248 2,243 2,238 2,233 
（注１） 対基準価額比率は、当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金（税込み）と一致しない場合があります。 

 
 
 

今後の見通しと運用方針 
 
＜今後の見通し＞ 
今後の先進国リート市場は当面神経質な展開が予想されます。６月の米連邦公開市場委員会（FOMC）
で政策金利の据え置きと年内２回の追加利上げの可能性が示唆され、ECBでは0.25%の追加利上げが決
定されると、世界的に利上げ継続の可能性が示唆されました。足元の労働需給ひっ迫やインフレ率見通
しの上昇などを背景に、引き続き金融引き締め長期化の懸念、金融不安による信用収縮がリート市場に
与える影響が懸念され、不安定な動きになることが見込まれます。一方、雇用が堅調なことから消費が
底支えし大幅なマイナス成長とはならない見通しです。過度な景気後退懸念が和らげば、米国リート市
場は緩やかに上昇するとみています。欧州リート市場は、ECBによる金融引き締めの継続から上値の重
い展開が想定されます。 
 
＜今後の運用方針＞ 
引き続き、主としてCS グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（適格機関投資家限
定）への投資を通じ、安定した配当収入の確保と中長期的な値上がり益の獲得をめざして運用を行います。 
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〇ＣＳ グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定） 
主として担保付スワップ取引を対象とし、実質的に米国リートETF、米国外リートETFと各ETFを対
象としたオプション取引に加え、米ドル売り選択通貨買いの為替予約取引、並びに円に対する当該選択
通貨のコール・オプション（通貨オプション）を売却した投資成果を享受し、安定した配当収入の確保
と中長期的な値上がり益の獲得をめざして運用を行います。 
 
〇ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 
主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産など
（短期公社債及び短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。 
 
 

お知らせ 
 
信託期間を半年延長し、信託期間終了日を2023年12月18日から2024年６月17日に変更するため、

信託約款に所要の変更を行いました。（変更適用日：2023年３月18日） 
 
 

当ファンドの概要 
 
商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（不動産投信・為替・オプション） 

信 託 期 間 
2024年６月17日（月）まで（設定日：2013年６月28日（金）） 
信託期間の延長が有利であると認めたときは、信託期間を延長する場合があります。 

運 用 方 針 安定した配当収入の確保と中長期的な値上がり益の獲得をめざして運用を行います。 

主 要 投 資対象 
主として外国投資信託証券である「CS グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（適格機関投資家
限定）」及び国内の証券投資信託である「FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）」を主要投資対
象とします。なお、短期金融商品等に直接投資する場合があります。 

運 用 方 法 

原則として、「CS グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）」の投資比率は
高位を維持することを基本として運用を行い、当該外国投資信託証券への投資を通じて、日本を含む世界のリート
（グローバル・リート）へ実質的に投資することで、相対的に高い配当利回りの獲得と信託財産の成長を図ること
をめざします。 

分 配 方 針 

毎月17日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則として以下の方針に基づき収益の分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額
とします。 
②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合は、分配を行わないことがあります。 
③原則として、配当等収益を中心に分配を行うことをめざします。ただし、基準価額水準等によっては売買益（評
価益を含みます。）が中心となる場合があります。また、必ず分配を行うものではありません。 
④収益分配にあてず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。 
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（参考情報） 
 
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較 

 
 （単位：％） 

 当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債 
最大値 49.7 42.8 62.2 65.6 5.5 8.3 16.0 
最小値 △ 43.9 △ 15.1 △ 13.6 △ 20.4 △ 5.6 △ 7.1 △ 6.6 
平均値 △ 1.8 5.9 13.8 6.5 △ 0.4 2.5 3.8 

（注１） 全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 
（注２） 2018年６月～2023年５月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。 
（注３） 当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。 
（注４） 上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。 
 
 
《代表的な各資産クラスの指数》 
日 本 株…Morningstar 日本株式指数 
先進国株…Morningstar 先進国株式指数（除く日本） 
新興国株…Morningstar 新興国株式指数 
日本国債…Morningstar 日本国債指数 
先進国債…Morningstar グローバル国債指数（除く日本） 
新興国債…Morningstar 新興国ソブリン債指数 

 
※海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。各指数は、全て税引前利子・配当込み指数です。 

 
＊各指数についての説明は、最終ページの「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。 
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当ファンドのデータ 
 
 組入資産の内容 （2023年６月19日現在）
 
○組入上位ファンド 

銘  柄  名 第20作成期末 
 ％ 
CS グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド 96.8 
FOFs用短期金融資産ファンド(適格機関投資家専用) 0.0  

組入銘柄数 2銘柄 
（注１） 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注２） 組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。 
 
○資産別配分 ○国別配分 ○通貨別配分 

   

（注１） 資産別配分の比率は純資産総額に対する割合です。 
（注２） 国別配分は組入投資信託証券の評価額合計に対する比率です。 
（注３） 国別配分は発行国を表示しています。 
（注４） 通貨別配分は組入投資信託証券の評価額合計に対する比率です。 
（注５） 四捨五入の関係により組入上位ファンドの表と合計が一致しない場合があります。 

 
 
 純資産等 

 
項  目 

第115期末 第116期末 第117期末 第118期末 第119期末 第120期末 

2023年１月17日 2023年２月17日 2023年３月17日 2023年４月17日 2023年５月17日 2023年６月19日 

純 資 産 総 額 5,573,258,758円 5,699,842,667円 5,170,708,410円 5,335,887,031円 5,345,337,388円 5,532,764,159円 

受 益 権 総 口 数 86,777,765,920口 85,143,706,928口 84,526,100,314口 84,263,536,161口 83,275,845,574口 81,631,588,613口 

１万口当たり基準価額 642円 669円 612円 633円 642円 678円 
（注）作成期中における追加設定元本額は3,294,952,623円、同解約元本額は9,048,089,043円です。   

96.8%

3.2%
その他

投資信託証券

0.0%

ケイマン
諸島
100.0％

日本

円
100.0％
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 組入上位ファンドの概要  CS グローバル・リート・トリプル・プレミアム・ファンド 
 

作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書を基に作成しています。 
 

 

 【１万口当たりの費用明細】 
入手可能な費用明細のデータが存在しないため、掲載してい
ません。 
 

【組入上位10銘柄】 
 （2022年５月31日現在） 

銘 柄 名 実質組入比率（％） 
iシェアーズ®米国不動産 ETF 74.8 
SPDR®ダウ ジョーンズ インターナショナル リアル エステート ETF 25.2 

組入銘柄数 2 銘柄 
※投資信託証券の評価額合計に対する比率です。 
 

【資産別配分】 【国別配分】 【通貨別配分】 

   

（注１） 基準価額の推移、組入銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは、2022年５月31日現在のものです。 
（注２） 組入投資信託証券については、担保付スワップ取引を通じて実質的に投資しています。 
（注３） 資産別配分の比率は、純資産総額に対する評価額の割合、国別・通貨別配分の比率は投資信託証券の評価額合計に対する割合です。 
※通貨別配分は組入銘柄を取引する際の通貨を表示しています。 
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FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）  
 

作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書を基に作成しています。 
 

 

【１万口当たりの費用明細】 
（2021年９月28日～2022年９月26日） 

項目 当   期 
金額 比率 

(a) 信 託 報 酬 14円 0.143％ 
 （投  信  会  社） (  11) (0.110) 
 （販  売  会  社） (   1) (0.011) 
 （受  託  銀  行） (   2) (0.022) 
(b) そ の 他 費 用 1 0.005 
 （監  査  費  用） (   1) (0.005) 

合   計 15 0.148 
（注）上記項目の概要につきましては、P２をご参照ください。 

 
 

【組入上位10銘柄】 
 
当期末における該当事項はありません。 
 

【資産別配分】 【国別配分】 【通貨別配分】 

   

（注１） 基準価額の推移、組入上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは2022年９月26日現在のものです。 
（注２） １万口当たりの費用の明細は、「FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）」の直近の決算期のものです。 
（注３） 組入上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは、「FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）」の組入ファンドである「短期金

融資産 マザーファンド」のデータです。 
（注４） 比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 

 
 

※「短期金融資産 マザーファンド」において、日本銀行の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化する中、コールローン等の比率を
高めた運用を行い、市場運用ができない資金は受託銀行の金銭信託へ預け入れました。 
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＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞ 
〈各指数の概要〉 
日 本 株：Morningstar 日本株式指数は、Morningstar, Inc.が発表している株価指数で、日本に上場

する株式で構成されています。 
先進国株：Morningstar 先進国株式指数（除く日本）は、Morningstar, Inc.が発表している株価指数

で、日本を除く世界の先進国に上場する株式で構成されています。 
新興国株：Morningstar 新興国株式指数は、Morningstar, Inc.が発表している株価指数で、世界の新

興国に上場する株式で構成されています。 
日本国債：Morningstar 日本国債指数は、Morningstar, Inc.が発表している債券指数で、日本の国債

で構成されています。 
先進国債：Morningstar グローバル国債指数（除く日本）は、Morningstar, Inc.が発表している債券

指数で、日本を除く主要先進国の政府や政府系機関により発行された債券で構成されています。 
新興国債：Morningstar 新興国ソブリン債指数は、Morningstar, Inc.が発表している債券指数で、エ

マージング諸国の政府や政府系機関により発行された米ドル建て債券で構成されています。 
 
〈重要事項〉 
本ファンドは、Morningstar, Inc.、又はイボットソン・アソシエイツ・ジャパン株式会社を含む
Morningstar, Inc.が支配する会社（これらの法人全てを総称して「Morningstarグループ」と言います）
が組成、推薦、販売または宣伝するものではありません。Morningstarグループは、投資信託への一般
的な投資の当否、特に本ファンドに投資することの当否、または本ファンドが投資対象とする市場の一
般的な騰落率と連動するMorningstarのインデックス（以下「Morningstarインデックス」と言います）
の能力について、本ファンドの受益者又は公衆に対し、明示又は黙示を問わず、いかなる表明保証も行
いません。本ファンドとの関連においては、委託会社とMorningstarグループとの唯一の関係は、
Morningstarのサービスマーク及びサービス名並びに特定のMorningstarインデックスの使用の許諾
であり、Morningstarインデックスは、Morningstarグループが委託会社又は本ファンドとは無関係に
判断、構成、算定しています。Morningstarグループは、Morningstarインデックスの判断、構成又は
算定を行うにあたり、委託会社又は本ファンドの受益者のニーズを考慮する義務を負いません。
Morningstarグループは、本ファンドの基準価額及び設定金額あるいは本ファンドの設定あるいは販売
の時期の決定、または本ファンドの解約時の基準価額算出式の決定あるいは計算について責任を負わず、
また関与しておりません。Morningstarグループは、本ファンドの運営管理、マーケティング又は売買
取引に関連していかなる義務も責任も負いません。 
 
Morningstarグループは、Morningstarインデックス又はそれに含まれるデータの正確性及び／又は完
全性を保証せず、また、Morningstarグループは、その誤謬、脱漏、中断についていかなる責任も負い
ません。Morningstarグループは、委託会社、本ファンドの受益者又はユーザー、またはその他の人又
は法人が、Morningstarインデックス又はそれに含まれるデータを使用して得る結果について、明示又
は黙示を問わず、いかなる保証も行いません。Morningstarグループは、Morningstarインデックス又
はそれに含まれるデータについて明示又は黙示の保証を行わず、また商品性あるいは特定目的又は使用
への適合性に関する一切の保証を明確に否認します。上記のいずれも制限することなく、いかなる場合
であれ、Morningstarグループは、特別損害、懲罰的損害、間接損害または結果損害（逸失利益を含む）
について、例えこれらの損害の可能性を告知されていたとしても責任を負いません。 




